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各種団体等と市議会との意見交換会開催結果（概要） 

 

 ７月 16日、枕崎水産加工業協同組合にて、各種団体等と市議会との意見交換会を行

いました。 

 まず、枕崎水産加工業協同組合からテーマに沿ってあらかじめ出された質問事項の回

答を行った後、その他の質問等がだされました。 

 意見交換会の主なやりとり等については次のとおりです。 

  

テーマ 枕崎まちづくりビジョンについて 

    議会の考える企業像とは 

    加工組合に対する期待とは 

 

[主な質問・意見] 

 

問 都市計画法の用途地域の問題で建築、増築できないという問題がある。土地を譲り

受けたり、取得しても増築できない状況にある。業界が発展するために、用途地域に

ついて変更していただきたい。 

答 用途地域の変更については、以前も工業団地とかの計画があったと聞いているが、

全体的に進んでいなかったことになる。用途地域には、住宅地域、商業地域、工業地

域などがあり、用途地域の見直し手順は都市計画法にあり、相当な時間が必要になる。 

 

 

問 都市計画法の用途地域により、工場の倉庫などの増築ができないので、そのような

部分を緩やかにしてほしい。 

答 都市計画法は相当昔からあり、最近では、平成４年に都市計画法が改正された。改

正された部分は、第一種低層住居、第一種住居地域、商業地域、工業地域など８種類

が12種類にふえ、規制が厳しい方向になった。 

現在ある製造工場の隣に駐車場、事務所など増築するのは支障がない。しかし、製

造工場の拡大については、用途地域上チェックされると思う。 

 

 

問 議会の考える企業像とは、加工組合に対する期待とは 

答 ・和食に使われているだしは世界から注目されており、これからもますます期待し

ている。かつおぶしの伝統を守りながら残していただきたい。 

・基幹産業のかつおぶしで外貨を稼いでいると感じている。それに対して感謝して

いる。 

・本市の発展のためには、かつおぶしが一番の売り物になっていると市民は敬意を

表している。しかし、産業の発展や若者の雇用、環境など、観光面においても問題 
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点があるので、皆様と協力して本市の発展につなげたい。 

・枕崎の生きのよさ、住んでいるだけで元気が出る。その生きのよさは水産業の皆

様が大半を支えていると思う。今後、水産業のことを勉強していきたい。 

・本市の基幹産業である水産業、焼酎、花卉、お茶などがあるが、この中でも焼酎、

菊、お茶が低迷しており、枕崎全体が経済面で少しずつではあるが落ち込んでいる

と感じる。今後、意見交換会を定期的にし、枕崎の底上げをしていければと思う。 

・2020年のオリンピックに枕崎のかつおぶしがどれだけ貢献できるかが大事ではな

いのか。 

・カツオは捨てるところもなく、かつおぶしのだしは長寿の要因であると思ってい

る。今後、世界を相手に販売などカツオの産業が広がっていくのではないかと思う。 

 

 

問 議員の給料を下げるか、定数削減は考えていないのか。  

答 議会改革は必要だと考えているが、定数を減らした場合、市民の声が議会へ届けに

くくなることも懸念されるため、次の改選までにはいろいろな形でお示しできると思

う。 

 

 

問 本市の年齢別の人口はどうなっているのか。 

答 15 歳から 24 歳は約 1,400 人、25 歳から 34 歳は約 1,700 人、35 歳から 44 歳は約

2,100人、45歳から 54歳は約 2,500人、55 歳から 64歳は約 3,700人、65歳から 74

歳は約 3,500人、75歳から 84歳は約 2,800人、85歳から 94歳は約 1,300人、95歳

以上は約 130人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前ページの回答の続き 
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○意見・要望等 

 

◇ 業界は後継者もおり、現在、業界では衛生管理の向上に努めている。また、届出制

の業種だったが、食品製造業が許可制になる予定である。 

◇ 議会で都市計画法の関係の見直しをやったのか。見直しについて、市議会で協議し、

陳情すべきで、これが議員の仕事ではないのか。 

◇ 法律改正ではなく、用途地域を変更するには結構お金がかかる。国勢調査とか何千

万もかかるという話である。用途地域の変更について、議会から行政に言っていただ

きたい。 

◇ 用途地域を変えるために、各種団体といろいろな話し合いをしながら、議会の皆さ

んが考えてほしい。 

◇ かつおぶし業界のような３Ｋには日本人は働いてくれない。日本人をどうやって雇

用していくか悩んでいる。また今後、技術者がいなくなることを懸念している。そう

いった中、外国人研修生には感謝している。 

◇ 枕崎高校に地元出身の生徒が少なく困っている。もっと地元の生徒がふえるように

市議会の皆さんのお力添えをいただきたい。 

◇ このような改まった機会だけではなく、工場をじかに訪ねて現状を見てほしい。 
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[アンケート調査の結果] 

 

 

 

 

 

 

○今回の意見交換会について、何か気づいた点等 

 

・ 実のある交換会にしましょう。実になってない。空き地、空き家対策を早急に。 

 

全体的には有意義ではあった。 

・ 時間設定が短いため、掘り下げた意見交換まで至らなかった。 

・ 基幹産業としての認識を共有することができた。  

100.0%

男女別

男性

女性

12.5%

62.5%

25.0%

年齢構成

40代

50代

60代

71.4%

28.6%

時間について

長かった

ちょうど良かった

短かった

28.6%

42.9%

28.6%

資料・回答内容等

わかりやすかった

わかりにくかった

どちらとも言えない

28.6%

42.9%

28.6%

評価について

大いに評価する

ある程度評価する

あまり評価しない

わからない

・ 議員さんの勉強不足が見受けられる。日頃のつき合い（意見の収集）が大事かと…。 
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・ 政策的提案につながることに期待したい。 

 

  

○今後の意見交換会（テーマ含む）の内容、運営などについて 

 

・ できれば、仕事の時間を省いて。 

・ 時間設定が短いので、もう少し長い時間で意見交換できるとよい。    

・ 定期的に開催することも検討してください。 

 

前ページの回答の続き 


